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学 位 論 文 内 容 の 要 冒

乳児期の母乳栄養は将来的に子どもの肥満を予防するとされているちのの.社会経済的地位や

子どものライフスタイルによる交絡の野撃が懸念され,未だ結論が出ていない0本研究では,日

本における縦断調査データを用いて,交絡因子を調整した後の母乳栄雀と学童の肥満との関連を

検討することとしたQ曝露変数については乳児期の栄巻に基づいて粉ミルク群,混合群 (母乳期

間によりト3か月,3-5か月.6～7か月の 3群に分類),完全母乳群の5群に分けた｡アウトカ

ム変数については性 ･年齢別の国際的なBodyMasslndexのカットオフ値卑用いて,7嵐 8歳

時点での肥満を定義した｡子どもや母親の要因を調整しながら.多項式ロジスティック回帰分析

を行ったところ.7歳の時点で粉ミルク群と比べた完全母乳群の肥満のリスクは減少し.調整オ

ッズ比 (95%信煩区間)は0.55(0.39,0.78)であった｡8歳時点でも同様な結果が得られた｡乳

児期の母乳栄巷はEl本の学童において肥満のリスクを減少させることが示された｡

論 文 審 査 結 果 の 要 冒

こどもの肥満に対する母乳栄養の影響を検討するため,厚生労働省による 21世紀出

生児縦断調査の初回質問 (子供が 6ケ月)及び第 7回 (7歳の対象児 29,907)及び第

8回 (8歳の対象児 30,780)の縦断データを解析 した｡ 暴露変数 として, 粉 ミルク

艶 混合群 (母乳期間によりト3か凡 3-5か月, 6-7か月の 3群に分類), 完

全母乳群の 5群に分けた｡アウ トカム変数については性 ･年齢別の国際的な Body
Ma5日Indexのカットオフ値を用いて, 7嵐 8歳時点での肥満を定義 した｡子 ども

や母親の要因を調整 し, 多項式ロジスティック回帰分析を行い, 7歳の時点で粉 ミ

ルク群 と比べた完全母乳群の肥満の リスクは減少 し､調整オッズ比 (95%信頼区間)

は 0･55(0.39,0.78)であった｡8歳時点でも同様な結果が得 られた｡結論 として､

乳児期の母乳栄養は日本の学童において肥満のリスクを減少 させることが示された｡

以上より, 本研究は, 交絡因子の設定に少 し問題はあるものの, 大規模な小児の

縦断研究の結果を示 し, 非常に価値ある研究と思われる｡

よって, 本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡


